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約

国名:パキスタン共和国

案件名:シンド州水路網改修計画

相手国担当機関:シンド州港放電力省及び農業畜産省

1.事業の背景

1947年英領インドより独立し､その後1971年東パキスタンを分離したパキスタン共和国は国土面積80万

km12､人口約8千万人を有する｡主要産業は農業であり､ GDPの約25%､労働人口の50%を占めている.な

お, 1986年の一人当たりのGNPは350ドルであったo

同国は4つの州と連邦政府直轄地により構成され,この中で南東部のアラビア海に面するシンド州は州

全体面積140,914km2に対して56,∝氾km2 (州面積の40%)の耕地面積を持つ｡この内約56% (31,600km2)

は藩政地であるが,同国の驚異的な平均藩政率76%Bこは及ばない.また,年間降雨量は年によってかなり

変動するが､概ね250mm以下で､同州の農業は州中央部を南下するインダス河に設置された3つのバラ

-ジ(堰)から取水する水路網に負うところが大きい｡

しかしながら､これらの潅耽排水施設は現在以下の様に要約される維持管理上の問題を抱えてい争｡

イ)施設の老朽化

ロ)漏水による水利用効率の低下

ハ)漏水及び排水路の不備による塩害

ニ)沈寵による通水流量の減少

これらの問題に対処するためシンド州政府及び水資源電力開発公田は世界銀行､イギリス政府､アメリ

カ合衆国政府海外開発局等の援助を得て,数々のプロジェクトを計画,実施してきたが､広大な地域を対

象とするため成果が上がっているのは比較的一部の地域にすぎない｡

2.事業の概要

現在､シンド州政府が実現を要望しているのは次に述べる4つのプロジェクトである｡

(1)コトリ幹線水路水管理システム計画

管轄:州潅放電力省

調査費:約2億円



段階:フィージビリティー調査

内容:インダス河に設置されているコトリ′ヾラージから取水する幹線水路のゲート調節施設及び

流量･水位観測地点にステーションを設置し,カラチまたはハイダラバードの親局と無線等

で交僧することによって,適正な水管理と塩害軽減による環境保全を図ろうとするものであ

る｡

(2)マキ･ファラシ連絡幹線水路建設事業

管挿:州港放電力省

事業費: 40億円

段階:建設

内容:マキ･ファラシ連絡幹線水路はインダス河のサッカルバラ-ジから取水するナラ幹線水路の

下流部に位置しているが､現在､沈詑のため通水流量の減少を引き起こしている｡この間題

に対処するため､延長120kmにわたって付替工事を行なうものである｡

(3)シンド州港赦永路網改良促進事業

管轄:州農業畜産省

事業費: 350億円

段階:建設

内容:シンド州全体の約40､∝氾系統のウオーターコース(圃場内用水路)の老朽化に対処するた‾め､

20,000系統のウオーターコースのリハビリテーション及び, 27,00Obaの農地均平作業､ 670ケ

所の展示農場(1.5ha)の建設を行なうものである｡

(4)サッカル系末端水路改良事業

管轄:州潅放電力省

事業費: 80億円(推定)

段階:建設(実施計画書作成中)

内容:サッカルバラ-ジから取水する水路の内,幹線水路から圃場内用水路を結ぶディストリビュ

ータリー､マイナーと呼ばれる末端水路のライニングを1,300kmにわたって､水利用効率の

改善､塩害防止の観点から実施するものである｡

荏)事業費は州政府の積算よる｡



3.結論及び提言

事前調査の結呆､調査団は当該プロジェクトについて以下の様に結蘇,提言する｡

(1)コトリ幹線水路水管理システム計画

コトリバラ-ジより取水する水路網の受益地区に対して､フィージビリティー調査を行なう｡調査の

目的はテレコミュニケーション･システムの導入に関する検討だけではなく,対象地区よりモデル地区を

選定し､現況の藩政排水システムを精査することによって､コトリ地区全体のより良い水管理の在り方及

び､塩害及び湛水を軽減することによる環境保全について捷言を行なう｡

(2)マキ･ファラシ連絡幹線水路建設事業

既に､州政府において実施計画書が作成されていることから,すぐに建設を開給することができる｡

ただし,開始に際しては､上涜側にあるナラ幹線水路改修事業との整合性を確認し､事業費についても更

に再検討する必要がある｡

(3)シンド州藩政水路網改良促進事業

本案件は実施計画書を作成済みであるが､対象地区が広大であるため､フェーズ分けした場合の優先

順位の問題があり､更に多数のプロジェクトを如何に効率良く管理するかという問題がある｡このため､

フィリピンの小規模溜池計画(SWIM)等の類似プロジェクトの成功例にならって,管理方式を検討する

必要がある｡

(4)サッカル系末端水路改良事業

現在､州政府が実施計画書を作成中であることから､これの完成を待って,建設を開始することがで

きる.しかし､シンド州藩政水路網改良促進計画と同壕に対象地区が広大であることから､いくつかのフ

ェーズに分けて工事の実施を図ることも考えられ､その場合,どの地区から優先的に工事を開始するのか

判断する必要があり､マスタープランの策定または,フィージビリティー調査等の手順を経てプロジェク

トを進めることが望まれる｡
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1.序言

本報告書は､平成1年(1989年) 11月20日から12月1日までの12日間にわたってパキスタン共和国にお

いて実施したシンド州水路網改良事業に係わる事前調査の結果をとりまとめたものである｡シンド州水路

網改良事業とは､シンド州政府より日本側に援助要請のあった次の4つの案件の捻称である｡

1)コトリ幹線水路水管理システム計画

2)マキ･ファラシ連絡幹線水路建設事業

3)シン軸憎放水路網改良促進事業

4)サッカル系末端水路改良事業

また､本調査は以下の団月により実施された｡

大谷 俊人 団長

毛受.亨政 ダム･構造

高橋 新宣 藩政･排水

一息 英二 水管理

(日本工営)

(日本技研)

(日本技研)

(日本工営)

調査団は､パキスタン滞在中に現地調査及び資料の収集を行なうにあたり､パキスタン共和国シンド州

政府潅放電力省､農業畜産省を初め､パキスタン政府関係諸機関の協力を得て､円滑に業務を遂行するこ

とができた｡また､今回の調査にあたって,日本国内では､農林水産省構造改善局建設部設計課並びに海

外土地改良室､現地では,在パキスタン大使館, JICA事務所､海外経済協力基金事務所の関係各位より

多大な助言と協力を頂いた｡調査団はここに､御協力を頂いた関係各位の方々に深甚なる謝意を表する次

第である｡

なお,調査団貞の経歴､調査日程､面談者及び収集資料の一覧表は添付資料に示すとおりである｡



2.調査の経緯

2. 1 調査の背景

パキスタン共和国は捻人口の約70% (1981年センサス)が,農村に居住し,農業は国内絵生産の約4分

の1を占める｡その国家開発の諸政策は､第7次5ケ年計画に基づいて推進されているが､農業開発は同

国の国家開発の大きな社の1つとして､位置づけられている｡

今臥協力要請のあったパキスタン共和国シンド州は州全体面積140,914km2に対して56,000km2 (細面

積の40%)の耕地面積を持つ｡この内､約56% (31,600km2)は潅故地であるが､同国の驚異的な平均港

耽率76%8こは及ばない｡また,同州の年間降水量は,年によってかなり変動するが概ね250mm以下で､農

業は州中央部を南下するインダス河に設置された3つのバラ-ジ(堰)から取水する水路網に大きく依存

している.これらの港故地設は現在以下のように要約される維持管理上の問題を抱えている｡

イ)施設の老朽化

ロ)据水による水利用効率の低下

ハ)海水及び排水路の不備による塩害

ニ)沈況による通水流量の減少

これらの問題に対処するため,シンド州政府は,第7次5ケ年計画の中で水路の整備に閲し40件､農業

普及に閲し12件,新見調査に閲し, 4件を提案している.今臥 日本側へ協力要請された前述仁叫案件の内､

コトリ幹線水路水管理システム計画を除く3案件はその中に含まれており､コトリ幹線水路水管理計画に

ついても類似案件であるサッカル系水路水管理システム計画がその中に含まれていることから､優先度は

極めて高いものと考えられる｡

2. 2 調査の目的

本調査はシンド州が日本側へ要請した4案件に関する情報を収集し,それらの開発･改修･調査等計画

の内容を調査することによって,日本が緊急に協力すべき有望な案件を発掘し､それらの技術的可能性に

ついて検討することを目的とする｡



3.
-a-#%

3. 1 パキスタン共和国の概要

(1)国土･人口

一

国土面積: 796.∝氾km2

一 人 口: 8,425万人

(2)都市･州

首掛まイスラマバード(人口20万人)で,その他の人口20万人以上の大番市はカラチ(521万人)
,ラ

ホール(295万人)
､ファイサルバード(110万人) ,ラワルビンデイ(80万人) ､ハイアラバード(75万

人)
,ムルタン(73万人) ､グシランワラ(60万人) ､ペシャワール(51万人) ､シァルうット(30万人)

､

サルゴダー(29万人)となっている｡

また､パキスタンはイスラマバード首都圏のイ也にバンジャプ州､シンド州,パルチスタン州､北西辺境

州の4州及び,連邦政府直轄地より構成される｡

それぞれの人口､面積及び人口密度は次表に示すとおりである｡

地方/州 人口 面積(km2) 人口密度(人/km2)

イスラマバード首葡圏

パンジャナ

シンド

北西辺境

連邦政府直轄地

′†ルチスタン

340,286 906 376

47,292,44 1

19,028,666

ll.061,328

2,198,547

4,332,376

205,344 230

140,914 135

74,521 148

27,220 8 1

347,190 12

全国 84,253,644 796,095 106

(3)言語･宗教

現在､ウルドゥ語,パンジャブ語､パシュトウ語,シンデイ語､パルチ一語等､数隆類の言語があるが､

大多数の人口は公用語であるウルドゥ語を話す｡また,英語も広く便用されている｡

(4)地勢

国土は南北に1,600km,東西に900kmの広がりを持つ｡インダス河が国土の中央部を南北に貫流してア

ラビア海に注いでいる｡地形は北部及び西部の山岳地帯を除けば､インダス河及びその支流によって形成

された沖積平野であり,概ね平坦である｡また､北部山岳地帯はヒマラヤ山脈の西部に位置し,ヒンドゥ



クシ山脈を構成しており､ 6,∝氾mクラスの高峰となっている｡西部山岳地帯はスレイマン､ブラフイ,

キルタルの山脈を構成しており,これらの山腹の西側にはパルチスタン高原が広がっている｡

(5)気候

概ね亜熱帯性気候帯に位置するが,南北に長い国土及びその著しい高度差等により,多様性に富んでい

る｡ 1年は次のようにほは4つの季節に分けることができる｡

4-6月

7-8月

9-11月

12-3月

1年中で最も暑い時期であり､気温が40℃を越えることも珍しくない｡

気温は幾分下がる代わりに湿度は1年中で最も高くなる

気温は更に下がる

この国の冬に相当し､最低気温は4-5℃に下がることもあり､時折降雨もある｡

中部以北では7 -8月が夏モンスーンで年間降雨量200-500mmの半分以上がこの期聞に集中する｡内陸

部では大陸性気候のため,気温の日較差が非常に大きい｡

(6)経済

パキスタンの経済は農業とその関連産業が基盤である｡全人口の約70馴ま農村人口であり､全労働人口

の約50%8ま農林水産業に従事している｡また､農業部門のGDPに占める割合は約25%である｡次表にパキ

スタンの産業別GDPの割合を示す｡近年,綿産業,製糖業を主体とする製造業も発展してきているが､

GDPの20%を占めるには至っていない｡

(単位: %)

産業/部門 198 1/82 1 982/83 1983/84 1984/85 1985/86

農林水産業

製造業

電気･ガス

運輸･通膚

29.3 28.6

18.5 19.1

3.1 3.1

7.0 7.0

貿易 14.6 14.7

その他 27.5 27.5

25.9 26.3 25.8

20.0 19.4 19.9

3.5 3.5 3.3

7.2 7.0 7.2

14.8 15.0 15.1

28.6 28.8 28.7

合計 100.0 100.O 100.0 100.0 100.0

また,農業部門のGDPの年成長率は比較的順調に伸びているが､時折下落する年もあり,依然として天

候依存の体質であり､農業基盤整備が必要であることが分かる｡

パキスタン経済には｢双子の赤字+と呼ばれる2大課題がある｡ 1つは貿易赤字であり､もう1つは政



府が抱える財政赤字である｡前者の解決には,国内産業の振興を図り､輸出を増大する必要があり､後者

については直接税対象を拡大し,経常収支の均衡を図ることが求められている｡しかしながら,これら課

題の解決は国民の詠字寧の低さ､地下経済の堺大,封建的地主階巌の税回避等の要因によって妨げられ､

遅々として進んでいない｡

3. 2 国家計画

(1)第6次5ケ年計画(19S3-1987年)

パキスタンの第6次5ケ年計画では,その基本理念の1つとして､ ｢経済成長は貧者や社会的に弱いグ

ループにも享受されるぺき+であり,そのためには､ ｢零細農家や中小企業のため+にも計画が必要であ

ゃとしている｡ GDP年平均6.5%の成長を遂げるために､農業セクターでは次のような具体的アプローチ

を行ない､生産力の増強-を図ろうとしている｡

1)農業インプットの近代化(種子,化学肥斜､農薬､融資等)

2 )水の有効利用及びそのための水管理組織の整備,啓蒙活動

3 )適切な価格政策の下での高価格な新鹿作物への作付け転換

4)来港故地の改良

5)塩害発生地の改良

この5ケ年計画の中では既に自給を達成した農業を国の基幹産業と位置づけ,更に増産を維持し,輸出

を行ない外貨獲得に資したいとしてきた｡

(2)第7次5ケ年計画(1988-1992年)

第7次5ケ年計画の基本理念もまた,重点政策の一貫性を保持するために､殆ど第6次5ケ年計画のそ

れを継轟している.また､計画給投資額の約13%である456億ルピーが農業･水資源開発に割り当てられ

ており､これはエネルギー,交通通信に次いで第3位となっている｡更に,中でも藩政開発を含む水資疎

開発の重要性は高く､計画総額の約9%の投資配分となっている｡

3. 3 シンド州の概要

(1)行政区画

シンド州はカラチ､ハイアラバード,サッカルの3県(Division)より構成され､それぞれの県の傘下

には次のような郡(District)があるo



堤(Division) 郡(District)

カラチ(Karachi) カラチ(Karachi)

ハイデラ′†- ド (Byderabad) ハイアラバード(Hyderabad)

サンガール(Sanghat)

タルパルカ-ル(Tharparkar)

バディン(Badin)

タツタ(Thatta)

ダドゥ(Da血)

サッカル(Sukh,) サッカル(S山血r)

ラルカナ(Larkana)

ナワプシヤ(Nawabshah)

カールプール(Khairpur)

シカルプール(Shikarpur)

ヤコパパ-ド(Jacobabad)

なお､添付資料- 5に､県及び郡の位置を示す｡

(2)地形･地質

シンド州のほは全域が州中央部を貫流するインダス河の移動,氾濫の繰り返しによって形成された平坦

な沖積平野である｡ナラ幹線水路より東側のインド国境に至る地域はサール砂漠が広がり､隣国インドの

大インド砂漠に続いている｡また､西部のパルチスタン州との境にはキルサル山鹿が横たわっている｡

地質に関しては,シンド州の大部分の地域は砂質または粘土質ロームである｡

(3)気候

ほぼ全域が半乾燥地帯で,亜熱帯大陸性気候を示す｡シンド州はパキスタンの中でも特に高温少雨であ

り､特にシンド州北部のヤコパパ-ドではパキスタン最高気温52℃が記緑されている｡温度較差は日単位･

季節単位共に大きい億を示す｡年平均降雨量は北部のサッカル県は125mm以下であり､その他の地域は

概ね250mm前後である｡

(4)人口

1981年の人口調査によれば,シンド州の県(Division)別人口は次表のとおりであるo



(単位:千人)

額目 カラチ県 ハイデラルード県 サッカル県 シンド州合計

男性 2,955 3.688

女性 2,483 3
,406

男女計 5.438 7,094

3,356 9,999

3,141 9,030

6,497 19,029

また.シンド州全体の人口密度は. 135人/km2で.人口増加率は1971年から19$1年の問で年率3.34%であ

った｡これは､パキスタン全国平均の106人/km2, 2.87%8こそれぞれ比較して大きい｡



4.計画の概要

4. 1 コトリ幹線水路水管理システム計画

(1)経緯･背景

インダス河のコトリ･バラ-ジ(堰)に関わる用水路網は設置以来34年を経て老朽化が進んでおり,そ

の水管理システムはその後変化した現農作業体系には適応できなくなっている｡また､幹線用水路には従

来農家の需要より供給が先行する通水が行なわれてきた結果､時に過剰通水となって破堤の原因となって

いる｡破堤は水の供給を止め､住居､作物,家畜等に対し,甚大な被害を与える｡これを回避し,最小限

に食い止めるためには迅速な情報伝達が必要であるが,現通信システムは旧式で劣化が進み,災害時等,

緊急時に用をなさない場合が多い｡

そこで,コトリ藩政区域に現在及び近い将来の要望に答える通倍･情報の先端技術を盛り込んだ水管理･

通膚の新システムを導入することを要望され,その実現に係る事業計画策克と可能性の調査(F/S)の実

施がシンド州より捷案されている｡コトリ･バラ-ジに係る幹線水路に沿う港政区域は添付資料-6に示

す｡

(2)捷案された調査の内容

この調査は主として幹線水路の流量コントロールについての調査であるが,港政の目的が圃場に適時､

適量の用水を効率良く配分することである以上,分水施設についても,その構造と管理システムに着E)し

た調査が必要である｡コトリ取水系統の大規模藩政取水網の用水を効率良くコントロールして,圃場に適

時､適量の用水を供給するためには､取水点と供給点の間の迅速的確な情報ネットワークが不可欠であり,

合理的な水管理システムの構築が必要である｡現存の水管理体制は何れも30年以上前に設定されたもので

現状にはマッチしなくなっている.合理的な水配分を実現させるためには､.現代先進ネットワーク方式を

取り入れ,水管理施設の改良による近代水管理システムの導入が望まれる｡この調査は現在の制御管理シ

ステムの実体を把握し､水配分の方法改善のため必要で適切な方法を見いだし､上記要件に満足するため

の調査を行なうものであるo調査内容は調査地区内よりモデル地区を選定し,コトリ堰系用水路の詳細調

査を行ない,調査地区全体の現水路システムの評価,更新､改良の必要性､緊急性に応じた改善計画､操

作,管理の方法の提案,計画事業の経済評価,pC-Ⅰフォーム(実施計画書)の作成等を行なうものであ

る｡

この調査の担当機関はシンド州潅放電力省であり､ JICAによる技術協力によって､フィージビリティ

ー調査が早急に実施される事が期待されている｡



4. 2 マキ･ファラシ連絡幹線水路建設事業

(1)経緯･背景

ナラ幹線水路は従来,ロー1)町の北に端を発する自然の洪水流路であったが､ 1932年建設のサッカル･

バラ-ジ(堰)と13kmの連絡水路で連結されてからは,サッカル堰からの常洗水路になった｡

ナラ水路は元来,マキからジャムラオ,ミスラオ､ナラの各水路に分岐しており､更にキプロ水路が新

設された｡ナラ水路は洪水の流路であった時は利水上特に異常はなかった｡しかし､サッカル堰に連結し

て以来,分岐水路にはインダス河からのシルト分を多く含んだ水が導かれ､またナラ水路自体の侵食･堆

積作用によって沈泥が急速に進み､分岐水路は数年にして沈詑による障害が見られるようになった｡特に,

マキ下洗部のナラ水路は路線が屈曲し､勾配も好ましくないため,度々の汲沫､曲線部の開削,堤防の嵩

上げにも係わらず,沈沢の傾向は止まることなく進んだ｡その結果,元来の設計流量100m3/secであった

ものが50m3/secに機能低下をきたしてきた｡大規模な敦諜が時折,■実施されるがその効果は長続きしない｡

このため藩政区域の圃場には特に夏期作時に用水の安定供給が得られず､関係農家の窮乏は甚だしい｡
･

また､ナラ水路のマキ上流からの逃げ水によってできたチョルテアリ湖の水は夏期用水不足を補うもの

としてナラ水路の左岸を切って夏期作に用いられているが､原始的な方法でしかない｡

これらの悪条件の解決策として,シンド州港放電力省はナラ水路の根本的な改良工事､即ち,マキ･フ

ァラシ問の水路を付替､改修する建設事業計画が策定した｡これは､ 1979年現地コンサルタントによって

計画され, 19$9年に更に改訂が行なわれたものである｡

ナラ水路の内,サッカルージャムラオ間(本事業の上流部)はLBOD (LefLBankOu血11D血)事業と

して､世界銀行の借款として改修が行なわれる事になっており(1990-1992年)
､チョルチアリ湖の調査

もまた､パキスタン水資渡電力開発公団が実施予定である｡

(2)事業の内容

州政府港放電力省が計画している事業内容は以下のとおりである｡

1)水路の新設

マキ･ファラシ連絡水路

チョルテアリ連絡水路

排水溝

サドゥリ末端

カカウ･カランカル支流

ベイカー右岸新設

ベイカー左岸延長

93km

3km

1O7km

1Okm

5km

8km

5km



計

2)現水路改修､ 21ケ所

3)水路土工

イ)マキ･ファラシ連絡水路

ロ)新設水路

ハ)改修

ニ)ジャムラオ･マキ聞ナラ水路

ホ)チョルテアリ連絡水路

4)構造物

5)事業期間

6)事業費

238km

28 0km

5,720,000m
3

2.1$0.000m
3

1
,460,000m

3

1
,420,000m

3

340,000m
3

土工計 1 1,120,OWm3

レギュレーター

サイフォン

橋梁

レギュレーター橋建屋の改修

33基

4基

25基

62基

5年間

6億ルビー(約40億円)

4. 3 シンド州藩政水路網改良促進計画

本事業の目的は､現在シンド州が抱えている末端団場レベルでの藩政用水の利用効率の向上及び塩害を

防止するために,ウオーターコースと呼ばれる団場内末端水路の改良及び圃場の均平作業を行ない,更に

モデル圃場を村々に建設し,近代的な水管理技術の普及を行なうものである｡

本事業の対象地区はインダス河のコトリ･サッカル･グドゥの3つのバラ-ジ(堰)より取水する水路

網の受益地区から既存プロジェクトの領域を除いた約520万haの地区で､シンド州の大部分の藩政組織を

含む極めて広大なものである｡対象地区を添付資料-7に示す｡

シンド州では本事業に類似した以下の5つのプロジュJクトが実施されている.

1 ) command Water MaLlagement Project

2 ) Left Bank Outfall Drain Project

3 ) on Farm Water Management Project (Phase-ⅠⅠ)

4 ) south RohriFresh Ground WaLe( Project

l0



5 ) Ghotki Fresh Ground Water Project

これらのプロジェクトは､世界銀行､アメリカ合衆国海外開発局,イギリス政府等がシンド州及び,パキ

スタン水資源開発公団を援助して進められている｡シンド州農業畜産省は上記プロジェクト遂行のため､

15のフィールドチームと呼ばれる国境レベルにおける水利施設の改善並びに水管理技術の普及を行なう部

隊を編成してV_､るが､シンド州の広大な港故地区を網羅するには長大な年月を必要とする.

このような背景の下,シンド州政府は日本側に現在､資金的な問題から､着手できないでいる地区につ

いて資金的､技術的援助を要請している｡具体的な事業の内容は次のとおりである｡

-1
)対象地区内の40,(X氾系統のウオーターコース(圃場内用水路)の内,早急に改修の必要とする20,000

系統のライニング及び分水施設の改修

2 ) 節,㈱haの圃場均平作業

3) 670ケ所のモデル圃場(1ケ所当たり､ 1.5ha)の建設

4 )これら作業の実施チームの養成並びに既存農民のための水管理組合の設立

また､州政府によって次のような実施スケージュ-ルが作成されている｡これによれば,捻事業費は約51

億ルピー(約350億円)
,建設期間は約8年と見積られている｡

項目 単位 1年日 2年日 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 合計

(土木工事)

水路改修 (本)

モデル開場 (ケ所)

圃場均平 (ha)

(トレーニング)

フィールド (チーム)

チームの養成

(事業費) (百万Rp)

80 640 l
,760

2.400 3
,040

3
,6SO

4,080

0 30 65 85 105 125 130

400 1.200 2.600 3.300 4.100
･

5.000 5.200

10 20 35 20 20 20

4,320 20,000

130 670

5,200 27,000

130

33 235 478 617 769 921 998 1
,048

5,099

4. 4 サッカル系末端水路改良事業

サッカル･バラ-ジより取水する水路網は1,825kmの幹線水路､ I,836kmの支線水路及び, 6,376kmのデ

ィストリビュータリー,マイナーと呼ばれる末端水路より構成される｡更に末端にはウオーターコースと

呼ばれる圃場内水路が続いている｡これらの水路網は殆どライニングを施さTLていない事から､そこから

多大な浸透が生じる｡この浸透は潅放水の減少に寄与しているだけではなく,水路近傍圃場の地下水位を

ll



押し上げ､塩害の原因ともなっており,結果的にこのことは耕作面積の増加並びに生産性の向上を阻害す

る要因になっている｡

シンド州藩政電力省では､これらの問題を解消する第1段階として全長6,376kmのディストリビュータ

リー及びマイナーの内, 1,300kmのライニングを提唱しているが,財政難のため実掛こは至っていない｡

また,本事業については対象となる水路の選定は行なわれているものの具体的な実施計画書は作成され

ていない｡事業費については,既存のプロジュタトの経験から約13億ルビー(80億円)と推定されているo
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5.総合所見

本調査団は以上の4つのプロジェクトについて次のような意見である｡

コトリ幹線水路水管理システム計画については州政府が策定している調査計画は妥当なものである｡そ

れゆえ､日本側はJICAのフィージビリティー調査を行ない援助協力することができる｡但し､シンド州

政府は調査期間を6_ケ月程度と要望しているが､少なくとも1 2ケ月程度は必要である｡またその時,現

況水管理調査を行なう必要があるが,対象地区が広大であるため､特定水系にモデル地区を設定し､調査

することが望まれる｡更に､本計画調査には潅政用水のみならず,塩害防止等を考慮して､若干排水改良

のファクターも入れる必要がある｡コンサルタントのTORを添付資料-8に示すように作成した｡

マキ･ファラシ連絡幹線水路については､実施計画書が作成されており,建設に着手できる段階である

が,近傍のプロジェクト(特にLefLBankOuLfdIDrain)との整合性の確認及び､日本側が援助する場合､

日本人コンサルタントによる技術的問題と積算に関する再チェックが必要であり､そのTORを添付資料-

9に示す｡

シンド州藩政水路網改良促進事業についても実施計画書が作成されているが､対象地区が余りに広大す

ぎるため,フェーズ分けが必要である｡また､方法論自体は既存プロジェクトの経験からほほ確立されて

いると考えて良いが､既存プロジェクトのこれまでの成果及び問題点を把返し,更にその他の類似プロジ

ェクト(例えば､タイで実施された小農模港耽プロジェクトやフィリピンの小泉模溜池プロジェクト等)

の方法論を検討して,より良い組織化を因っていくことが望まれる｡また､特にライニング工事について

はコンクリート既製品の使用等の工期の短縮についての技術的検討を行なう｡コンサルタントのTORを添

付資料- 1 0に示す｡

最後にサッカル系末端水路改良事業についても対象地区が広大であることが問題となり,更に州政府の

実施計画書も完成していないことから､まだ時間がかかるものと予想される｡これを実掛こ導くには､州

政府の実施計画書の完成を待つか､日本側から積極的にマスタープランの策定や,フィージビリティー調

査の実施等の援助協力を行なうことである｡

13



添付資料



添付資料- 1

の;経歴(その1

調査員名 経歴

大谷 俊人

(日本工営)

昭和6年1月12日生

昭和2 9年3月 東京大学農学部農業工学科卒

昭和31年11月-昭和39年5月

愛知県半田･豊橋農地開発事務所

昭和39年6月-昭和46年3月

農林水産省

昭和46年4月一昭和48年3月

OCrA･コロンボプラン

昭和48年4月一昭和48年10月

農林水産省

昭和48年1 1月-深在

日本工営(秩)

コンサルタント第2事業本部

農業開発事業部 理事

毛受 亨政

(日本技研)

昭和19年6月13日生

昭和4 4年3月 東京工業大学工学部土木工学科卒

昭和44年4月一昭和48年6月

三祐コンサルタンツ(秩)技術部 技師

昭和48年7月-昭和57年3月

日本技研(秩)技術部 主任技師

昭和57年4月-昭和62年4月

同社 技術研究所 所長

昭和62年5月-平成1年8月

同社 取締役 技術本部副本部長

平成1年9月-現在

同社 取締役 海外事業本部副本部長



の経歴(その2

調査員名 経歴

高橋 新宜 昭和8年6月11日生

昭和3 3年3月 東京大学農学部農業工学科卒

昭和33年4月-昭和49年5月

農用地開発機械公団

昭和49年6月-昭和63年5月

農用地開発公団

昭和54年8月-昭和56年3月

JICA派遣専門家(インドネシア)

昭和59年2月-昭和61年5月

同上(ジャマイカ)

昭和61年6月-昭和63年5月

同上(タンザニア)

昭和63年6月-昭和63年7月

農用地開発公団 工務部 上席調査役

平成1年3月一現在

日本技研(株)海外技術本部技術部

部長

-恩 英二

く日本工嘗)

昭和37年2月3日生

昭和6 0年3月 京都大学農学部農業工学科卒

昭和6 0年4月-現在

日本工営(秩)

コンサルタント第2事業本部

農業水利部
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調査日程

日順 月日 曜日 起点 滞在地 行事

11β0 (月) 東京

11β1 (火)

3 1 1β2 (水)

4 1 1β3 (木)

5 1 1r24 (金)

6 11β5 (土)

7 11r26 (日)

8 11f27 (月)

9 11β8 く火)

10 1 1β9 く水)

11 11/30 (木)

イスラマバード 移動

イスラマバード 日本大使館､連邦政府(EconomicA肋irsDivision) ,
JICA, OECF表敬訪問及び打合せ

イスラマバード カラチ

カラチ ハイアラバード

ハイデラバード

ハイアラバード

ハイアラバード カラチ

カラチ (サッカル) カラチ

カラチ

シンド州港放電力省訪問及び打合せ

港放電力省(ハイデラバード)と打合せ後,コトリ系水路の現地調査

サッカル系末端水路及びマキ･ファラシ連絡水路の現地調査

温故電力省(ハイアラバード)と打合せ

農業畜産省(ハイデラバード)と打合せ後,末端水路の踏査

潅放電力省(サッカル)と打合せ後､サッカル･パラ-ジと末端水路の蹄査

資料生理､内部打合せ及び調査結果とりまとめ

カラチ イスラマバー_ド 港概電力省,農業畜産省くカラチ)と打合せ

イスラマバード

カラチ

日本大使館､連邦政府(Economic AffhirsDivision), JICA､ OECFと打合せ

12 12/1 (金) バンコク 東京 帰国
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Economic Affairs Division

Mr. AIi Mumtaz

2.シンド州政府

Department of也e PlaqlJllng and Development

Mr. A.B.Soomro

bpartment of the lrrigalion and Power
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Mr. Idris Rajput

O神曲ゆ

Mr. A.W.Bbatl¢e

Mr. S.AJunejo
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Mr. M.N.M令mmon

(Sukkur)

Mf. S.A.罰afeez
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Department of血e Agriculture and Livest∝k
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Joint Secretary
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Addidonal Secretary

Chief Engineer
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Director General
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一等書記官

4. JICAパキスタン事務所
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副所長
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駐在員

角田 豊
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戸川 正人

森本 裕二

田中 寧
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4. GoldeJI Jubilee Sukkur BaJTage
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June, 1989, Govemment of Sindh, Irrigation and Power Department

8. Sukkur Main Canals Control aqld Telecommunicadons (DraftMain Report)
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9. 7d1 5years Development Plan

lslamic Republic of Pakistan
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TERMS OF REFERENCE

FOR

FEASIBILITY STUDY

ON

KOTORI MAN CANALS CONTROL

ANDTELECOMMUNICATION SYSTEM

I. Objective of the Study

The objectiveof the Study is to fomulate a planofthe Kotorimain canals control and

telecommunication system covering the KotoriBarrage command area to maximize the/

agriculturalproduction by utilizing the irrigation water effTectively and to contribute to

environmentalconservation by alleviating the waterlogging and solinity problem.

II. Study Area

The Study Area shall includethe KotoriBarrage command areaand the area related to

the telecommumication system in the southem region of Sindh, the Islamic Republic of

Pakistan.

ⅠⅠⅠ. ScopeortbeS山dy

The Scope of the Study shall includefollowings;

(a) SunreytoI'resent Situation

i) to make a field reconnaissance,of the Study area to identifythe scale and

components of the Study,

ii) to collect and investigate economical, sociological, institutional and

environmental data and data or on-going prqjects including irrigation,

drainage and on-farm development projects.

iii)to collect basic data for the study of irrigation water management such as

･

meteorological and hydrological data,

･ irrigation facilities including locations of canals, regulators and gauges,

-1-



･ drainage facilities,

･ designed and actualdischarges of the Barrageand canals,

･.

regulation, practiceand organization ofimigation water management.

iv) to collect andinvestigate agriculturaldata, such as,

･ 1anduseand soilclassification,

･ farmlng Practices, cropping pattemand yield of crops

･

cropintensity and production,

･ farmers organization.

v) to examine the current condition of telecommunication and electrification

systems andtheir regulations in Pakistan,

vi) to investigate the availability of equipment and materials required fわr the

telecommunication system and water-supply management system ,

vii) to investigate actual flood or canal breach damages caused by lacking or

insufrlCient information concemingthe water management,

viii) to examine damages by salinity and waterlogging.

(b) Setting ora sample area for survey ofimigition water management

lt is essential to understand and analyze the current actual situations of

irrigation water managementand commtmication systeminthe Study area.

Forthis purpose, a sample survey area comprising one branch canal

command area shall be set up to makethe fbllowlng Surveys.

･

actual practices of irrigation water management and communication,

･

orgami2ations for communicationand water management system,

･

on-farm甲ater management and commumication by farmers,

･ devise,
practice and accuracy offlow measurement,

･ measure, time and expense f♭rcommunication,

･ identified problems and solutions,

ー2-



(c) Analysis, S山dyandPlannlng

i) to study and assess agritulturalproductivity, crop rotation, supply and.

demand of imigation water and appropriate water management method forthe

Study area,

ii) to prepare a suitable and reliable planfor the water management and

telecommunication system after altemative studies on the automation level
,

and taking into considerationthe economic aspects and αM

iii) to studythe organization and cost estimate fわrαM of the irrigation water

panagement and telecommunication system in the Study area,

iv) to design facilitieson a feasibilitylevelfor the telecommunication system and

its relating equipment,

v) to prepare the implementing programforthe Projectincluding cost estimation

broken down into foreign and local portions, method and process of financial

arrangement ,

vi) to evaluatethe direct and indirect benefits of the Project,

vii) to examine the economicfeasibility of the Project.

ⅠⅤ. Tbe StudyScbedule

The Study will be carried out in accordance with the schedule as attached herewith.

The schedule is tentativeand subjectto be modified ifnecessary.

The Study period will be within one year, but an interim report which should be

applicable to the PC-I formin Pakistan will be prepared within 6 month after the

commencement of the Study.

V･ The Study Team will prepare and submitthe fわllowing reports in English to the

Govemment of Sindh.

a) Inception Report: Inception Report will be prepared at the commencement of

the
･field

survey, covering the method of approach and proposed plan of

ー3-



operation. Thirty (30) copies of the report will be submitted to the

Govemment or Sindb.

b) Progress Report: Progress Report will be prepared atthe end of the field

survey. Thirty (30)copies of the report will be submitted to the Govemment

orSindb.

c)
Interim Report

lnterim Report will be prepared within 6 months after the commencement of

the Study. Thirty (30) copies of the reportwill be submitted to the

Govemment of Sindh.

d) Draft Final Report: Draft Final Report will be prepared within ten (10)

months after the commencement of the Study. The Report will cover all

studies,analyses and plans with enoughsupporting
data and infTormation.

Thirty (30) copies of the Main Reportand the supporting annexes will be

submitted to the Govemment of Sindh. The Govemment of Sindh shall

providetheir comments onthe Report within twenty (20) days after receipt of

the Report.

e)
Final Report: Final Reportwill be finalized within fわrty-five(45)days after

receipt of the comments from the Govemment of Sindh onthe Draft Final

Report. Fifty (50)copies of the report and relevantannexes will be submitted

to the Goverrment ofSindh.

VI･ Undertaking of the Government of the Islamic Republic of Pakistan

The Govemment ofSindh shall,at its own expense, providethe Japanese study team

with the fわllowing, ln COOPeration with other agencies concemed, ifnecessary:

i) available maps, data, repor(sand informations related to the Study,

ii) counterpart persormel: one (I)chiercounterpart personnel,

three (3)engineers from WAPDA covering

hydrology, imigation water management and

agrOnOmy,

five (5)counterpart personnel,

-4_



iii) suitable office space in Eyderabadwith facilitiesfor ten (10)persons,

iv)four vehicles with drivers.

VⅡ. Undertaking of the Govemment of Japan

For the implementation of the Study, the Govemment of Japan will,throughJICA,

take thefollowlng measures;

1
･

to dispatch, at its own expense,the study team to Pakistan,

2･ to pursue technology transfer to the Pakistan counterpart personnel in the

course of the Study,

3
･

to providethe equlPment and machinery necessary for the implementation of

tbe Study,

4･ to bear the expense to procure materials including the aero photographs

covering the whole study area,

_5_



TENTATIVE SC当_Et)tLL_Elm

Expert

Month M/M

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 Field Office Total

TeamLeader 5.5 4.0 9.5

TelecommunicatiqnEng. 5.5 4.0 9.5

SystemEng. 3.0 3.0 6.0

IrrigationEng. 5.5 5.0 10.5

DminageEng. 2.0 2.0 4.0

Designer 4.5 4.0 8.5

HydraulicEng. 2.0 2.0 4.0

Agronomist 3.0 皇.o 5.0

Economist 4.0 4.0 8.0

Hydrologist 3.0 2.0 5.0

38.0 32.0 70.0

oSubmissionofReport

InceptionReport

ProgressReport

InterimReport

DmftFinalReport

FinalReport
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TERMS OF REFERENCE

FOR

ENG廿寸EERING CONSULTANCY SERVICES

FOR

CONSTRUmON OF MAE和FARASH LINE CANAL

1. Objectives

The objecdves of the englneenng COnSultancy servicesare to successfully construct

the Makhi Farash Link Canalby assistingand advisingthe Government of Sindh (hereinafter

refe汀ed to asthe Government).

2. Scope of Works

Tbe englneenng COnSultancy serviceswi1l consist of three components, i･e.

i) Consultancy services duringthe pre-construction stage including preparation

ofthe lmplementing恥gramfor OECF;

ii) Consultancy services for construction supervision;and

in) Consultancy services for training.

3. Terms of Reference

3･1 Consultancy services during the pre-construction stage

i) Reviewandconfirmadon oftheprqectplan

Tbe Consultant shall assist and advise the Government in review and

confirmation of the project Plan, in par(icular,the availability of water

resources, sediment exclusion measures, design criteria, Justification of the

proJeCtand other issues relevant tothe project Plan.
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ii) 打eparadon ofthelmplementadon Program

The Consultant shall assist and advise the Government in preparation of the

lmplementation Programincludingthe construction period, contract package,

construction costs, etc. The lmplementation Program will bethe basis for the

丘nancialarrangementwithOECF.

ik) Pteparation of tender documents

Tbe Consultant shall assist and advisethe Government in prepamdon of tender

documents suitable for international competitive bidding･ The tender

documents will include corlditions of tender, bill of quantities, specifications

and tender drawings.

iv) Tender and tender evalua丘on

The C()nsultant shall assist and advise the Govemment in international

tenderingand tender evaluation.

3･12 Consultancy services for construction supervision

The Consultant shall assist and advicethe Governmentinthe construction supervision

as fわllows:

i) Preparation of various formats and guideline required for effective and

efficient supervision of construction works;

並) Site take10Verand other pre-construcdon amngementsincluding:

- land acquslt10n

-

review ofcontractor's work schedu19

-

review of mastpr listofequpmentand materials

-

review of contractorls insurance policy

-2-



ih) Qualitycontrol of projectworks including:

-

settlng Out即Id suⅣey reference controls

-

materials testlng

-

establishinginspect10n Program

-

acceptance and rejecdonofwcK'k

iv) Pmgress control of projectworks including:

-

appmvaland contml ofconstrtK血n schedule

-

reviewand approvalof contractor's work plan

-

plannlngand coordinating CPM scheduling

-

reviewand approvalofcontractq's working drawings

v) Controlling projectcosts

- use ofmicro{omputer system for processlng Cost data

-

preparation aJld p和CeSSlng COntraCtOr's billings

-

peridic checking ofremむnlng quaJltitiesand costs estimates

vi) Sa6etycontrol

-

preparadon of safety program

v辻) Varia丘onorders

- issuance of variation orders including necessary plans, specifications and

related data

-

preparadon ofratesand prices for negodationwith contractor

viii) Claimsanddisputes

-

processlngOfclaims

-

settlement of disputes

-3-



ix) Compledon ofconstrucdon works

- 丘nalinspechon

-

takc-over Of works andissumce of cer曲cale

x) Liaison and CCK)rdina丘on

-

arrange cwrdinadon mectlngS amOngthe owner, COntraCtOr aJld consultant

- 1iaisewithand repd tOthe血ancing agency

xi) 0ther-s打Vices which may tx:deemed necessary

3.3 Consultancy seryices for training

The Consultant shall prepare and implement a tralnlng Program for meaningful

transfer of knowledge and professional他ining ofpersonnel designated bythe Government.

The programwillinclude seminam, discussions, on-the job tmining and overseas tr叫nlng.

4. REPORTING

¶一eConsultant shall pr甲amand submitthefollowing repα恕.

i) Month1y Report (25 copies)containing mobilizadonand demobilization of

consultant personnel, progress of works, man-months used, problem

encountered,and program ln next month.

ii) QuarterlyProgress Repo托(25 copies)to be submitted at three month intervals

(no Monthly Report is submitted forthe same month),giving a summary of

Consultant's activities, technicalproblems, deviation from
originalschedule

and programinnextperiod.

iii) Implementadon打ogram (25 copies) to be submittedwithin five (5)months

afterthe commencement of the services in compliancewiththe guideline of the

Financing Agency･

iv) Tender Documents (30 copies) to be submitted eight (8) months after the

commencement of services.
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v) Tender Evaluation Report (25 copies) to be submitted after relevant services

covenng detailed analysis of tenders and recommendation of successful

tenderer.

vi) Completion Report (25 copies) to be submitted atthe compledon of the

servicesgivingal1aspects of completed construcdon works･

v註)
Operadon and MaintenaJICe MaAtlal(25 copies)

to be submitted atthe end of

the construc丘on work.

viii) 0ther Reports (25 copies) to be submitted from dme totime as required,

covenng specialtechnicalmatters Tela血g to the project･

5. WORK SCⅡEI)tJLE, REQUIRED EXPERTISE AND MAN-MONTHS

The pro5ectwi11require five (5)years for completion includingthe pre-construction

arrangement, tendering and construction as shown in the projectwork schedule (see

Figu托-1). The required enginee血g consullancy Services will be 244 man-months (see

Table- 1),of which summary is shown below:

Foreign ljX:al

虫追出 Con sul tants Total

P陀ICOnStruCtion stage

Construction supervision stage

41

80

17 58

106 186

Total 121 123 244

5.1 Expertise required during the pre･construction stage

i) Project Director (foreign expert, 1 M/M) with sufficient experience in

management of similar projects. He shall representthe Consultant and be

responsiblefor authe services of the Consultant inthe site and home office･

正) TeamLeader (foreign expert, 1声M/M)with at leas.t 15 years experience in

planming, designing, construcdonand 0/M of irrigadonand dmimge projects･

He shall be responsiblefor

-

coo血ation of each Consultant-s works

- liaison between the owner,the financlng agency aJldthe consultan(

ー5-



-

preparadon ofrepor(s

-

reviewandcon血mation of the prqect plan

-

preparadon of the lmplementadon Pbgram

-

preparatlOn Of tender dKumentS

-

assistaJICetOthe Gov餌Imentintendering aJld tender evaluation

Iii) Hydrologist (local expert, 3 ”/M) witha一 least 15 years experience in

hydrologicalanalysisand sedimentation problems. He shall be responsible

for:

-

reviewand con{1rmation of the projectplanwithrespect tothe availability

of water resources如m River lndtlS, OPeration of ChotiariLake, estimate

of sediment load in futureand other relevant issues.

iv) Soil MechaJlic Engineer (foreign expert, 3 M/M) with at least 12 years

expenenceinsoil mechanicalanalysis. He shall responsible for:

-

reviewand confirmation of the project plan and design from soil

mechanicalpoint of view withemphasis on embankment materials and

fbundadon.

v) Topo-survey Engineer (1ocalexpert,4 MノM)witha一 least 12 years experierlCe

in topographic survey. Be shall be responsible for･

-

prepara丘on of specificationsand tender d∝umentsfor topographic survey

ofthe canalrotlte by localcontractq

-

supervision of the survey work

vi) Ⅰmigation and Drainage Engineer (foreign expert, 8 M/M) with at least

lO years experierLCe irLPlanning and desigrLlng Of irrigadon and drainage

proJeCtS. He shall be responsible for:

-

reviewand confirmation of the project Planwith respect tothe design

criteria, water requ汀ementS, design of canaland structures, construction

plan, contract package, operadonand maintenance plan, and esdmation of

proJeCt COSTS in collaborationwithother experts,

-

preparation of the implementation program.
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vh) Design Engineer (localexpert, 4 M/M) withal least 12 years experience in

designlng lmga丘on and dminage faci舶es. He shall tx:responsiblefor:

-

revicw aJld c血ma丘on Qfthe pmject planaJld designfromthe designing

polnt Of view,and

-

prt)paration of tender dz3wiJIgS for canals and structures.

via) Cost Estimate Engineer (foreign expert, 3 M/M)with at least 8 years

cxperience in construction planning and cost estimate for irrigation and

dminage projects. He shall responsible for:

-

reviewand co血ation of the projectplanwith柁SPeCt tOthe construction

pla11 aJld cost estimate,

-

study of adequate contract packaging ln COllabora丘onwithother experts,

and

-

tlP-dating of cost es丘mate.

ix) MechanicalEngineer (foreignexpert, 2 M/M) witha一 least 10 years experience

in design and erection of gatesand other mechanicalworks. He shall be

responsiblefor:

-

reviewand con丘mation of the project Plan with柁SPeCt tOthe mechanical

works, and

-

preparation of tender documentsforthe mechmicalw∝ks.

x) Agro-economists (foreign expert 3 M/M, 1∝alexpert 3 M/M) with at least

12 years experience in agro-economicalanalysis of irrigationand drainage

proJeCtS. They shall be responsible fq:

-

reviewand conrlrmation of the project Planfromthe agro-economlC Palnt

ofview,

一

agrOヰCOnOmic bench mark survey at the丘eld on a supplementary basis,

and

-

preparation of the implementation program forthe part of economic

]ustification.
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xi) Specialists as required (foreignexpert 3 M/M, localexpert 3 M/M) shall be

mobilized, asand ifthey t*com¢ necessary, upon pnor approvalof the owner･

5.2 Expertise required for coTIStruCtioTI SuperVisioTI

i) TeamLeader (foreignexpert 42 ”/帆)withal least 12 years experience in

planning, design, construcdon managementand 0/M of irrigadonand draiJlage

pm3ects.
Be shall be responsible for:

一

aSSIStlng and advisingthc Govemmentwithrespect to overall construction

management of the pm)ect includingthe quality control, progress control,

pro)ect cost control, safety control, vadation orders, claims and disputes･

isst)ance of cerWICat8, etC.,

- 1iaisonand coordirlation betweenthe owner,the contractor,the consultant

andthe rlnanClng agency, and

-

other coLISul血g services which may be deemed necessary･

ii) Cor)strucdoJI EJlgirLeerA 皮 B & C (two localexperts, 42 M/班 each and one

foreign exper(, 30 M/M)with at least 12 years experience in construction

maLla9ement Of similarprqects･ ney shall be responsiblefor:

-

repor( tothe TeamLeaderwithrespect toal1 aspects of construction

s upervi sion.

iii) Design Engineer (1∝alexper(3 M/M)with at least 10 years experience in

desigmirlg hydraulic structures and earth works. He shall tn responsible for:

- design of structures and earth works, if m∝出fication of originaldesigns

should become necessary due tothe unexpected change of design

conditions.

iv) Topo Survey Engineer (l∝alexpert 10 M/M)witha一 least 10 years experience

in topographic suTVey･ tie shall be responsible
for:

-

all topographic survey as and when become necessary duringthe canal

construction.

ー8_



v) MechaJlicalEngineer (foreignexpert 3 M/M) withal least 10 years experi_ence

in design and erectior1 0f gates and other mechanicalworks. He shall be

responsible for:

-

approvalof manufacturers shop drawings,

- inspection Of maJlufacturing of gates and other m∝hanicalequlPment, aLld

-

supprvision oferecdon ofmechamicalworks･

vi) 0/M Specialist (1∝alcxpert4 MJM) withat least 12years experience inthe

operation and maintenance of irrigation and dminage_ system. He shall

responsiblefor:

-

preparation ofOPd manualby the time when part oral1 of the constructed

facilitiesstar( commissionlrlg.

vii) Specialists as required (foreignexpert 5 M/M, 1∝al experts 5 M/M) shall be

mobilized asand whenthey become necessary upon pnor approval of the

OWner.

ー9-



Table-1 EXPERTISE REQUm

TbtalM/M Foreign hal

I. PEE-Construction Stage

hject Directq

Team 上e血

HydrologisI

Soil Mechanic Engineer
Topo Survey ETlgineer

higa丘on & Dminage Engineer

Design Engineer

Cost Es血nate Engineer

MechamicalEngineer

Agro-economist (2)

Specialists as required

S ub- to血l

2. Construction Stage

Team Le血

Construction Engineer A

Construction EngineerB

Construction EngineerC

Design Engineer
Topo Survey EngiJleer

MechanicalEngineer

OPv( Specialist

Specialists as required

S ub-total

1

18

3

3

4

8

4

3

2

6

6

58

42

42

42

30

3

10

3

4

10

186

1

18

3

8

3

2

3

3

41

4

3

･2

0

3

5

08

3

4

4

3

3

17

42

42

3

10

4

5

106

Total 244 121 123



Figure-1 PROJECT WORK SCHEDULE ANDCONSULTÅNCY SERⅥCES SCI正DULE
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添付資料- 1 0

TERMS OF REFERENCE

FOR

ENGひIEERING CONSULTANCY SERVICES

FOR

ACCELERATED PROGRAMME OF ⅧRCOURSE

MROVEMENT IN SIND

1. Background

Water resources management of Pakistanmarks a visible break bmthe past strategy

of reliance on the construction of large dams. Relief is being sought increasingly in better

water znanagementand conservatioz) of water by suchwidely spread programs as canal

remodelling, rehabilitation and lining of on-farmfacilities, etc. rrhe environmentalproblem

including waterloggingand salimity isalsothe払cus of attention.

The pnncipal objectivesand strategies Ofthe SeventhFive YearPlan includethe

following:

- lmprovethe efnciency ofcanalsand drains by remodelling them;

- Achieve the equitableand assured disbibution of water by rehabilitating the

e氾Stug izTigation aJld dzTainage system;

- Achieve improved irrigation efficiency by reducing water losses in the

watercourses corrmdsthroughーーOn-fan
Water Management Program”;

- Achieve optimaluse of water by extending as far as possible Command Water

Management concept on the basis of seven proJeCtareaS COVered under the Sixth

Plan.

Thereare many projects being planned based on the above conceptsand implemented

under the Department of Agriculture, Govemment of Sind, e.g. Command Water

Management Project,Left Bank Outfall Dmin Project,South RhoriFresh Ground Water

Project,etc. The proposed Accelerated Programme of Watercourse Improvement irL Sind

(hereinafterrefTerred to as APVn) wasalso fわrmulated complying withthe above objectiveand

strategy of血e Seventh Five Year Plan.
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地

The objectivesof the Accelerated Programme of Watercourse Improvement in Sind

are.I

a) Renovation of 20,000 watercourses withpucca lining, prefabricated water

control structuresand earthen improvements,

b) Precision land levelling of 68,000 acres of irrigated land,

c) Establishment of 670 demonstration plotswithanarea of four acres each in

order to showthe best possibleand feasible use of available inputs (water &

no皿-Water).

The APWI would lead to:

a) Incm血g agiculturalproducdon dmugh effecdve utilization of irrigadon water

to be saved by improved on-farmwater management practices;

b) Contributing tothe environmentalbettermentthroughprev甲tion of further

watedoggng and salimization of soils,

c) Facilitatingthe coordinationand cooperation between
･the provincial on-farm

water management and extension projects and strengthening the water

management advisory Capabilities of the extension services,and;

d) Stzmgthening faJTnerS Pardcipation in formal Water UsersAssociations in order

to improve waterand non-water Input management and ensunng adequate

mintenance of civil works.

皇基地

Director General, AgriculturalEngineering& Water Management, Sind.

地

Since thereare vast number of watercourses scattering over the Sind province, a

phased implementation
will be needed. The First Phase Projectwill be implemented for

selected priorityareasand completed within five (5)years.
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The individualscheme of watercourse renovation, precision land levelling and

demonstra丘on plo(s is ratherminute illscale, but enormous illrlumber.

h order to e氏ciendy aJld effectively control such schemes, pzIO]eCtZnanagemeLlt tools

will be provided for every stage of project implementadonincluding the selection of area,

design, construction aJ)d operadonand maiLIIenanCe.

The丘rst step of the Pb)'ec(will be the pI℃paTadon of Implementation打ogram which

is requiredforthe loanapplicadon･ The lmplementation Programwill be revised from dme to

time whenthe plan and design of a batch of projects becotne concrete and ready for

con struction.

2
･ Objective of Consultancy Services

The objectiveof the englJleenZlg COnSultancy services is to provide assistance tothe

Government of Sind (hereinafter referred to as the Government) for successful

implementation of the Firs( Phase Projectof the Accelerated programme Of Watercourse

Improvement in Sind.

3. Scope of Work

Tbe scope of work will involvethefouowings:

i)托ovide assistance tothe Govemment informulation of projectmanagement

t00lsfor effecdve implementation of the Project,

正) Provide assistance tothe Govemment in preparation of the lmplementation

Program ln aCCOFdancewiththe guidehne of the Financing Agency,

iB) Provide assistaJICe tO the GoverT)men( ill the project implementation and

man agement,

iv) Provide assistance tothe Govemment in staff training.
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Detai1ed terms of referenceforthe consultancy services are as follows:

(1) Provide assistance tothe Govemment in formulation of projectmanagement tools for

effec丘ve implementa丘on of the Project.

i) To reviewthe current working process of watercourse improvement projects,

ii) To identify necessary information/data for smoothimplementation of the

Pfoject,

in) Toformulate projectmanagement toolsforthe watercourse renovation, precise

land leveuingand demonstration plotsincluding:

a) projectselec丘on tool

b) pmjectdesigntooI

c) projectconstruction･tool
-

progress report form

-

technicalcheck list

-

check listforinspection

-

check listfor project COmPletion

e) 叫on&mintenancetool

(2) Province assistance tothe Government in preparation of the Implementation Program

inaccordancewiththe Guideline of the Financing Agencyincluding:

i) To selectthe First Phase Projectareasto be developed within丘ve (5)years,

ii) To fTormulatethe
projectplanfor the selected developmentareas,

iii) To preparethe Implemen(ation Programin accordance withthe Guideline of

the Financing Agency covenng projectworks, construction schedule, 0/M

plan, cost es丘mate and pro)ecりuStificadon.
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(3) Provide assistaJICe tOthe Government inthe pro)ect implementationand management

including:

i) To select individual project
for implementation by checking plans and

feasibilityof each scheme,

正) To desigTI Projectfacilides,

in) To
managethebroject,

-

prepareand manage project construction of pro)ect works,

-

monitorthe progress of work

-

momitorthe technicalaspect of the Project
-

managethe account of the Project

iv) To revise, improve, modify and/or update the project plan and detailed

englneering designs, iffound necessary,

v) To make arrangements for procurement of services and/or goods, as and if

neCeSSary･

(4) Coordinateand liaisewithrelevant agenciesincludingthe Financing Agencyand other

relevant Govemment agencies.

(5) Provide assistance tothe Goverrmentinstafftraining

i) To provideand implement training programs for
projectstaff designated bythe

Govemrnent inchlding seminars, lectures,
on-thejob tralnlng and overseas

tmining.

4 ･ Reportimg

The consultant shall prepareand submitthe following reports and documents,

i) Month1y Progress Report (Twenty (20) copies)

The Monthly Progress Report shall include descnptlOnS On the progress of

consultancy services, problems encountered, and schedule in succeeding

montb,
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立) lmplementation ProgramCrhirty (30) copies)

The lmplementation Programwill be used for application of the loan･ ne

lmplementadon Pr?gramwill be prepared within four (4) months afterthe

commencement ofthe岳ervices. Revised lmplementation Program(s) will be

prepared as requiredforthe selected pro)ects within limit of the loanamount.

ii) Design Reports (Twenty (20) copies each)

Basic design concepts, criteriaand calculadonswill be explaizledinthe Design

Reports･ A Design Reportwill be prepared for each A batch of schemes.

iv) ProjcctManagement T叩Isand Operationand MaiLltenanCe Manual

(Fifteen(15) copies for draft, thirty (30) copies for finalversion)

The Manualshall be preparedwithinfour (4) months afterthe commencement

ofthe services in draft The Manualwnl be finalized bythe end of the services

after improvements.

5･ Work Schedule and Required Man･months for Experts

The Projectperiod would be five (5)years. ne schedule of the Projectworkand

consultancy services is shown in Figure-1･ Required expertsand mall-mOnthsare shown in

Figure-2 which are summarized below:

Total 700 man-months

Foreign experts 18 8 man-months

I･ocalexperts 5 I2 man-months
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Figure-2 REQUIRED CONSULTANCY SERVICES

Exp¢rt 1stYear 2ndYear 3rdYear 4thYear 5thYcar Total

(MノM)

TeamLeader(F)

IrrigationEngineer(F)

IrrigatioEngirleer(L)

Agronomist(F)

Agronomist(L)

Economist(L)

DesignEngincer(L)

ConstructionEngineer(P)

Desi8nEngineer(L)

Accot)r)lan((L)

AssistantAccollntant(L)

4Sub-Engineers(L)

Specialistasreqtlired

60

24

24

24

24

24

24

36

60

60

60

240

40

I

J

I

J I

I

J E E

Total-
700

F=188

L=512

Note

･
. F

: Foreign Expert

L : Lo甜1 Expert



Figure11 SCHEDULE OF THE PROJECT AND CONSULTANCY SERVICES

Workltem 1stYeaT 2ndYeaq 3rdYeBu･ 41hYear 51hYeq

A･Projectlmplemen也ion

i)FormuladonofPbject
ManagementTools

ii)PreparalionofI皿plementalion
Program

近)Projectlmplemer[tadon

1stTlatchPmel'cts

･selecdon&design

ーCOnStruCtiorl

･0/”

2ndBalcbPmeicts

-selection&design

-construc也orL

･0/M

iv)SlaffTmining

B.ConstlltamcyServices

CIRepordrlg

i)MonthlyProgressReporL

也)ImplementationProgram

ii)DesignReports

iv)ProjectManaementToolsand

0/MManual
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添付資料- 1 1

I)コトリ地区フユレリ幹線水路

46マイル地点別水門

岳孟雪

1■粁
亡ぜq.辛:

a

I▲

2)コトリ地区既存通信装置

(老朽化し､殆ど使用されてい

ない)

3)マキ-ファラシ間ナラ幹線水路の

現況

軒▼
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i
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4)ハイチラバード近蒋のウオーター

コ-ース

(アメT)カ拝外珂発局の援助によ

ってライニングされたもの)

5)サッカル系末端水路

(マイナーからウオーターコース

に分･岐ナるところ)

6)サッカル･バラ-ジ

(全長約1.4kJT))
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